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Ⅶ－１

 情報公開に関する規則 
 

（目 的） 

第１条 本規則は、本医学会として「公益法人の設立許可及び指導監督基準」及び

「公益法人に対する検査等の委託等に関する基準」(平成8年9月20日閣議決定、

平成 9年 12 月 16 日一部改正)及び「公益法人の設立許可及び指導監督基準の運用

指針」(平成 8年 12 月 19 日公益法人等の指導監督等に関する関係閣僚会議幹事会

申合せ、平成 9年 12 月 16 日一部改正、平成 10 年 12 月 4 日一部改正、平成 12 年

12 月 26 日一部改正)に規定された情報公開に関する事項を定めるものである。 

 

（管 理） 

第２条 本医学会の情報公開に関する事務は、学会事務局が管理する。 

 

（情報公開の対象とする資料及び備え置き） 

第３条 情報公開の対象とする資料は次の各号に掲げるものとし、情報公開に係る

資料の閲覧場所に常時備え置くものとする。 

  （１) 定款 

  （２) 役員名簿 

  （３) 社員名簿 

  （４) 事業報告書 

  （５)  計算書類 

   １）収支計算書 

     ２）正味財産増減計算書 

     ３）貸借対照表 

     ４）財産目録 

  （６) 事業計画書 

  （７) 収支予算書 

２ 前項の資料は次のものとする。 

  （１) （１)、（２)及び（３)については、可能な限り最新の状態のもの  

   （２)  （５)及び（７)については「公益法人会計基準」に準拠し作成されたもの 

３ 第１項の資料のうち（４)及び（５) については、当該事業年度終了後３カ月以

内に備え、次事業年度の資料が備え置かれるまでの間備え置くものとする。 

 

（閲覧場所及び閲覧日時） 

第４条 情報の閲覧場所は、本医学会事務局とする。 

２ 閲覧の日は、本医学会事務局の休日以外の日とし、閲覧の時間は、午前１０時

から午後４時までとする。 

 

（閲覧申請の方法及び閲覧の実施等） 

第５条 公開情報の閲覧を希望する者から第３条に定める資料の閲覧の申請があっ

たときは、次により取り扱うものとする。 

   （１) 様式１に定める閲覧申請書に必要事項を記入し提出を受ける。 

   （２) 学会事務局の受付担当者は、閲覧申請書が提出されたときは、様式２に定め
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る閲覧受付簿に必要事項を記載する。 

２  第３条第１項に掲げる資料以外の資料について閲覧を求められた場合は、情報

公開の対象を第３条第１項に限定している旨を説明する。  

３ 第３条第１項に掲げる資料の内容等に関して説明を求められた場合には学会事

務局長が応答し、様式３に定める質疑応答記録簿に記載整理する。 

 

 

 附 則    

本規則は、平成 15 年 1 月 25 日より施行する。 
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Ⅶ－２ 

会員情報に関する規則 
（目的） 

第１条 本規則は、定款第４９条に基づき、本医学会が保有する会員情報の保護及

びその有効利用に関する事項について定めるものである。 

 

（定義） 

第２条 本規則の「会員情報」とは、本医学会のオンラインシステム、電子メール、

郵便、ファクス等で会員から提供を受けた氏名、住所、電話番号、ファクス番号、

電子メールアドレス、所属機関名、役職、所属先住所、その他連絡先等および本

医学会が会員に提供した会員番号等、特定の個人を識別できる情報をいう。 

 

（会員情報の収集） 

第３条 会員情報の収集は、本医学会の事業目的に添って行う調査・研究、サービ

ス提供、会員名簿の作成および過去に集められた会員情報の更新の場合に限るも

のとする。 

 

（会員情報の管理） 

第４条 会員情報は、次の各号により管理する。 

 （１）収集した会員情報が外部に漏洩したり、破壊や改ざんを受けたり紛失するこ

とのないよう厳重に管理するものとする。 

 （２）オンラインシステムで会員情報を通信する場合は情報の暗号化などを行い、

特に情報の保護に配慮するものとする。 

 （３）保存された登録情報の管理は、漏洩の防止措置を講ずるものとする。 

ただし、技術上予期し得ない方法による不正アクセスなどにより改ざん、漏

洩などの被害を受けた場合には、本医学会はその責を負わないものとする。 

 

（会員による個人情報の管理） 

第５条 会員による個人情報の管理は、次の各号により管理する。 

 （１）会員は、会員個人の情報を管理するため、会員番号を付与されるものとする。 

 （２）会員は、会員番号とパスワードおよび会員からの直接的な学会事務局への連

絡によって会員情報を管理するものとする。 

 （３）会員は、パスワードを適宜変更するなど自己の責任で管理するものとする。 

 

（会員情報の開示・提供） 

第６条 会員情報は、次の各号に掲げる場合に限り開示できる。 

（１）会員情報提供者が情報の開示または提供に同意・承諾した場合 

（２）次の各項に掲げる場合には、会員情報提供者に同意を得ることなく開示する

ことがある。 

１）本医学会の事業に必要な場合、必要最小限の範囲で守秘義務契約を結んだ

上で外部委託業者に提供することがある。 

２）会員情報の統計を、個人を特定する情報を含まない形で第三者に提供する

ことがある。 

（３）会員情報は、次の各項のいずれかの場合には収集目的以外の目的に開示また
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は提供することがある。 

１）法的な手続きに基づき、公的機関から開示または提供をもとめられた場合 

２）本医学会の事業に沿って行う情報配信サービスや、本医学会の運営上必要

な事務連絡等の目的で電子メール等を送信するため、個人情報を利用する場

合 

３）会員が、他の会員の氏名、住所、勤務先、電話番号等を正当な利用目的を

付して書面で申し出た場合 

４）その他、理事会で承認された事業計画を達成するため正当な理由がある場

合 

（４）会員情報の宛名ラベルの提供は、次の各項のいずれかの場合に提供すること

がある。 

１）年次学術集会、地方会組織及び専門医会の責任者から、学術集会や研修会

の開催通知に利用するなど、本医学会の発展に寄与する目的を付して書面で

申し出た場合は、無償で提供する。 

   なお、提供された会員情報の管理は、提供を受けた者の責任とする。 

２）会員から、本医学会に属さない学術集会や研修会の開催通知など、会員の

利益に資する利用目的を付して書面で申し出た場合は、有償で提供すること

がある。 

３）会員の個人的な利用目的による申し出については、提供しないものとする。 

 

（事務局職員の責務等） 

第７条 事務局職員の会員情報の取り扱いに関する遵守事項は、別に定める。 

 

（規則の制定及び改廃） 

第８条 本規則の制定及び改廃は理事会の議を経て、理事長が行い、全会員に速や

かに周知する。なお、本医学会が会員情報に関する個別の規定を制定した場合は、

個別の規定を優先して適用する。 

 

附 則 

本規則は、平成２０年 ９月２７日より施行する。 

本規則は、平成２６年１１月２９日より施行する。 
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Ⅶ－３ 

国際会議出席旅費の支給に関する内規 
 

（目 的） 

第１条 本内規は、定款第４条に基づき、海外で開催される会議等（以下「国際会

議」という。）に本医学会が、会員を派遣する場合の旅費の支給について定めるも

のである。 

 

（支給の対象会議） 

第２条 支給の対象となる国際会議は以下のとおりとする。 

（１）リハビリテーション分野に関連する会議 

（２）その他理事長が必要と認めた国際会議 

 

（支給の対象者） 

第３条 支給の対象者は以下の者とする。  

（１）本医学会を代表して出席する者 

（２）その他理事長が認めた者 

 

（支給の範囲） 

第４条 原則として往復航空賃及び滞在費の合計額を支給する。 

（１）航空賃は、国内最寄りの国際空港から開催地最寄りの空港までとし、原則と

してエコノミーディスカウント料金とする。 

（２）滞在費は、１日につき 18,000 円とし、出席した会議日数に前後１日（計２日）

を加えた日数を乗じた額とする。 

（３）支給上限額は 250,000 円とする。 

（４）旅費の支給は国際会議出席後とする。 

 

（提出書類） 

第５条 下記事項を記載した国際会議出席計画書及び添付資料を提出する。 

（１）氏名・会議名・開催日時・開催地 

（２）出席理由（目的等） 

（３）添付資料（航空代理店発行の見積書・日程表） 

（４）国際会議出席後に旅費請求書（航空賃の領収書添付）を提出する。 

 

（支給の決定） 

第６条 支給の決定は理事長が行い、理事会に報告する。 

 

（支給の調整） 

第７条 次に掲げる場合は、支給額の一部又は全部を支給しないことがある。 

（１）他の機関等から支給されることにより、旅費の支給が重複することとなる場

合 

（２）本医学会の予算（国際会議出席旅費）が不足する場合 
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附 則 

１ 本内規は、平成８年４月１日より施行する。 

２ 本内規の施行に伴い「ISO 国際会議出席旅費の支給基準」（平成２年１０月８

日適用）は廃止する。 

 

附 則 

本内規は、平成９年３月１５日より施行し、平成９年４月１日より適用する。 

 
附 則 
 本内規は、平成２６年１１月２９日より施行する。 
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Ⅶ－４ 

旅費支給に関する内規 
 

（目 的） 

第１条 本内規は、定款第４条に基づき本医学会の業務のために国内旅行する者（以

下「旅行者」という。）に対し支給する旅費について定めるものである。 

 

（対 象） 

第２条 旅費は次の場合に支給する。 

（１）会員が本医学会の業務を行うために出張する場合 

（２）会員以外の者が、本医学会の要請を受けて本医学会の委員会等の業務のため

に出張する場合 

（３）会員または会員以外の者を本医学会が主催する講習会講師等として招聘する

場合 

 

（種 類） 

第３条 旅費の種類は以下のとおりとする。 

（１）鉄道運賃、航空運賃、船賃、車賃（バス代を含む）  

（２）宿泊料 

（３）グリーン料金 

 

（出発地及び目的地） 

第４条 出発地と目的地は次のとおり定義する。 

（１）出発地は、第 1条に規定する旅行を行う際に、通常の発地となる場所をいう。 

（２）目的地は、委員会または講習会等が東京２３区内で開催される場合は「東京

駅」とし、東京２３区以外の地域で開催される場合は、当該最寄り駅とする。 

 

（計算基準） 

第５条 旅費の計算は以下のとおりとする。 

（１）旅費は、旅行者が出発地から目的地まで片道５０ｋｍを超えて旅行する場合、

通常に利用する最も経済的かつ合理的な経路及方法により計算するものとする。 

（２）旅行者は、あらかじめ第 1 号の経路を別紙様式１により登録するもとのし、

この登録内容に基づいて算出された額を、旅費支給定額とする。 

（３）旅行者が宿泊した場合は、その都度宿泊の事実を証明できる書類（宿泊領収

書または別紙様式３の申立書）を事務局に提出し、宿泊の事実に基づき一泊に

つき１５千円を支給する。 

（４）第２号により登録する経路に空路がある場合は、当該路線の往復割引料金を

上限として支給する。 

（５）目的地が東京２３区以外の地域になる場合は、利用した旅行経路を別紙様式

２により申請し、この申請に基づく実費額を支給する。この場合でも、宿泊料

は一泊につき１５千円とする。 

（６）グリーン料金は、役員等（理事及び監事並びに特任理事）が、宿泊を伴わず

日帰りで旅行を行った場合に支給する。 
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（基準外計算） 

第６条 出発地内及び近隣地区への旅費は、前項の規定にかかわらず次の通りとす

る。ただし、旅費が次の各号に定める額（定額）を超えるときは、実費を支給する。 

（１） 出発地内（東京都にあっては２３区内）の出張については、1,000 円とする。 

（２） 出発地から旅行行程（鉄道の営業キロ数）が５０㎞以下の出張については、

2,000 円とする。 

（３）前２号に規定する距離の範囲内で、業務の必要により実費額が定額を超える

移動を行った場合は、別紙様式２により実費額の申請を行うものとする。 

 

（旅費の不支給） 

第７条 本医学会の学術集会の際に開催される社員総会、役員会、各種委員会に出

席する場合には、旅費は支給しない。 

 

 

附 則 

本内規は、平成 15 年 3 月 29 日より施行する。    

 

附 則 

本改正内規は、平成26年 4月 26日より施行し、平成26年 4月 1日から適用する。 

 
 附 則 
 本改正内規は、平成２８年１１月１９日より施行する。ただし、第５条第３号及

び第５号に規定する宿泊料金は、平成２８年７月２４日以降の旅行に対しては１０

千円とし、平成２8 年１１月１９日以降の旅行に対しては１５千円とする。 
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【別紙様式　１】

FAX　　03-5206-6012　　　（ＴＥＬ）　　03-5206-6011

氏　　　　名

連絡先電話番号

e-mail

出発地 経由 到着地

＜備考＞

振込先銀行 支店名
シテンメイ

口座種別

口座番号

口座名義人

e-mail : office@jarm.or.jp

円

円

円

円

円

日本リハビリテーション医学会　事務局長　殿

（カタカナ）

普通　・　当座

役員会・各種委員会出席に係る旅行経路登録書

★振込先銀行をご記入ください。（既にお届けの銀行と同一の場合には記載不要です。）

交通手段

円

支店銀行

合　　　計（事務局で記入します）

平成　　年度　理事会・　　　委員会の出席に係る旅行経路を次のとおり登録します

 円

円

費用（事務局で記入します）

円

円

円
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【別紙様式　２】

FAX　　03-5206-6012　　　（ＴＥＬ）　　03-5206-6011

氏         名

連絡先電話番号

e-mail

●　交通費

月日 出発地 到着地

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

＜備考＞

●　宿泊費

（　　泊　　日）

＜備考＞

振込先銀行 支店名
シテンメイ

口座種別

口座番号

口座名義人

＜飛行機の場合には、ビジネス割引（特割）よりも高い料金は認められません。特別な理由のある場合
には備考欄にご記入ください。＞

e-mail : office@jarm.or.jp

旅　費　請　求　書

　　月　　日開催の（　　　　　　　　　）に出席しましたので、旅費を請求します。

日本リハビリテーション医学会　事務局長　殿

（カタカナ）

普通　・　当座

★振込先銀行をご記入ください。（既にお届けの銀行と同一の場合には記載不要です。）

　　　　　　　無　　　　　有　　　　　　＜パックの場合は備考欄にその旨をご記入ください。＞

円年　　月　　日～　年　　月　　日

宿泊先名宿泊年月日

支店銀行

合　　　計①

円合計金額（①＋②）

★宿泊された場合は、領収証もしくは宿泊が証明できる書類を添付してください。

円

費用

宿泊料（定額）

円

円

円

交通手段

円

 円

合　　　計① 円
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 【別紙様式 ３】 

申 立 書 

 
 
 公益社団法人 

   日本リハビリテーション医学会 
       事 務 局 長  殿 
 
 
 私は、       会議出席のため宿泊しましたが、領収書を提出できません

ので、次のとおり宿泊した旨を申し立てます。 
 
 
宿泊年月日  平成  年  月  日～平成  年  月 日（ 泊 日） 
 
宿 泊 先 名 
 
 
                   平成  年  月  日 
 
                 氏名          印 
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Ⅶ－５ 

学術集会の経理事務取扱に関する申し合わせ 
 

 １ 本申し合わせは、定款第３９条及び第４０条並びに第４１条の規定に基づき、

学術集会の経理事務について定めるものである。 

 

２ 収支予算作成について 

   学術集会会長は、従来、本医学会から事業費の一部の助成を受け、会長の責任

において事業を実施してきたが、第３７回学術集会から、収支の透明性の確保、

学会の責任において事業を実施する等の理由により、とくに予算面において全面

的にバックアップすることとなった。 

  このため収支予算案作成に当たり次の手続きを取ることとした。 

（１）収入及び支出とも合理的な根拠を有する予算であること 

（２）このため特に支出については、見積書を取るなどして積算すること 

（３）予稿集は、全会員に配布することし、学術集会事業予算とは別項目とするこ

と 

（４）予算案は、遅くとも前年末日までに提出すること 

（５）学会全体の予算案作成の前に予め業務執行理事会の了承を得ること 

 

３ 収支予算の執行について 

  従来、提出義務のなかった本医学会のような社団法人（公益法人）も、年間（事

業年度）の会費、寄付金、事業収入等の収入金額が５千万円を超える場合は、平

成９年度分から収支計算書を所轄の税務署に提出することになった。 

    これは、政府税制調査会が公益法人（財団法人、社団法人、宗教法人、学校法

人、社会福祉法人等）の収益事業について原則課税（現行は原則非課税）の方針

を打ち出したことに起因している。本医学会は、毎年収支計算書を監督官庁の文

部省へ提出しチエックを受けており、公認会計士の指導のもとに適正な経理を期

している。 

   今後、再度の税務署の立入調査があることも考えられるが、この場合、事業費

の中で大きな部分を占めている学術集会事業費がターゲットになることは間違い

ない。学術集会事業費は、学会の収支決算の一部として執行されたことになるで、

学術集会会長はこのことに十分留意し、学会の経理として適正に処理する必要が

ある。 

   収入と支出の関係書類及び帳簿類が整備されていないと収支決算の適否を疑わ

れることになるので、下記事項に沿って経理を行うこととする。 

（１）収入について 

    学術集会における収入については、会費（学術集会参加費、生涯教育研修受

講料）、寄付金、補助金、負担金（広告料、展示料）等の区分を明確にし、領収

書等を発行した場合は、その半券を保管しておく。特に参加者の確認において

は、領収書の半券の存在が有効となる。 

（２）支出について 

     １）支出については特に気を配り、謝金、消耗品、その他どんな小額の支払

でも必ず領収書を取り保管しておく。 

（３）源泉徴収について 



公益社団法人日本リハビリテーション医学会 

                    

１）学術集会の講演に対する講師謝金（現金支給の旅費を含む。）： 

    国税庁の定める源泉徴収税率 

但し、航空券等の現物支給、滞在費のホテルへの直接支払は、源泉徴収の

対象とならない。 

   ２）学生等の賃金：日額表丙欄に示される税額 

     但し、旅費交通費（実費）は源泉徴収の対象とならない。 

（４）外国人の源泉徴収について 

    １）学術集会の講演に対する講師謝金（現金支給の旅費を含む。）： 

     国税庁の定める源泉徴収税率 

但し、航空券等の現物支給、滞在費のホテルへの直接支払は、源泉徴収

の対象とならない。 

     ２）租税条約による免除申請をすれば講師謝金・旅費とも源泉徴は 

免除されるが、 条件は、条約締結国であること、「租税条約に関する届出

書」(別紙）を税務署に提出することが必要である。 

（５）源泉徴収税の納付について 

    源泉徴収税は、支払をした月の翌月の１０日以内に納入する。この期間内に

納入しないと延滞金が課されるので、期日までに所管の税務署に納入する必要

がある。 

   ※ 領収書の作成例は下記参照    

（６）備品の購入は、やむを得ない場合に限るものとし、学術集会終了後は､所属の

大学、病院等に寄付するものとする。但し、備品となるか否かは大学、病院等

によって基準額が異なるので当該大学等事務当局と相談する必要がある。 

（７）会場の確保等のため、学術集会開催年以前に予め支出が必要な場合は､予算の

範囲内で支出することができる。 

 

４ 収支決算の報告について 

（１）学術集会会長は、学術集会終了後、収支決算書を作成し、帳票類と併せて事

務局に提出する。 

（２）収支決算書および帳票類は、本医学会の顧問公認会計士の監査を受けるもの

とする。 

（３）前項の顧問公認会計士の監査を受けた後、収支決算書を理事会に提出し承認

を受けるものとする。 

 

５ 収支予算経理について 

  （１）収入・支出科目は、おおむね次のとおりとする。 

      収入項目 

       参加費収入：医師、医師以外、学生に区分 

生涯教育研修受講料 

      予稿集売上：予稿集の販売 

        展 示収入：各種展示・出展料収入 

        広  告  料：予稿集広告料 

          協 賛金他：助成金、寄付金 

           共同演者申込料：学会事務局にて経理 

     支出項目 

        会  場 費：会場使用料・付帯設備費（ただし、社員総会、理事会、各
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種委員会開催分は学会経理負担）  

          運 営 費：運営委託費、 

機材、看板、展示関係 

当日運営要員人件費 

招待者謝金・旅費 

関係者弁当代（ただし、社員総会、理事会、各種委員会開催分は学会経理

負担） 

記念品代 

         印刷・通信費：ポスター・冊子・封筒等印刷代、切手・宅急便、電話代、

運搬費 

         会 議 費：各種打合せ会場費、弁当代 

         事務局経費：文具・消耗品、演題処理関係費、事務局スタッフ人件費､

備品器具購入費、借料、その他の経費 

   （２）学術集会事業積立金 

 

[領収書記載例] 

  例１（源泉税額を差し引いて支出した場合） 

         領   収  書 

            日本リハビリテーション医学会 

          第  回学術集会会長殿 

      ￥ ３０，０００円  

     但し   講師謝金 

  上記金額正に領収いたしました 

                平成 年 月 日 

  内訳 

   源泉徴収額   ３，０００円（※源泉徴収税額が１０％の場合） 

   差引支給額  ２７，０００円 

 

       自宅住所 

       氏  名                    印 

 

 例２（外国人の場合） 

         領   収  書 

            日本リハビリテーション医学会 

          第  回学術集会会長殿 

      ￥  １２５，０００円  

     但し   講師謝金 

  上記金額正に領収いたしました 

                平成 年 月 日 

          

  ※源泉徴収額  ２５，０００円（※源泉徴収税額が２０％の場合） 

  差引支給額 １００，０００円 

 

     サイン           
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附 則 

本申し合わせは、平成１２年 ９月１６日より施行する。 

 

附 則 

 本申し合わせは、平成２６年１１月２９日より施行する。  
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Ⅶ－６ 

地方会組織の事務局運営費補助金 

経理事務取扱に関する申し合わせ 
１ 本申し合わせは、地方会組織に関する規則第９条に規定する事務局運営費補助

金の経理事務について定めるものである。 

 

２ 本医学会は、地方会組織の事務局運営費の一部として補助金を支出する。 

 

３ 補助金の額については、別に定める。 

 

４ 経理事務の責任者は、地方会組織の役員（代表幹事等）とする。 

 

５ 経理事務の責任者は、補助者を指名し、補助金の執行を行わせることができる。 

 

６ 経理責任者は、予め第３項の金額の範囲内で支出計画書を提出し、医学会の事

務局に請求する。  

 

７ 経理責任者及び補助者は、補助金の執行に当たり本医学会の経理として適正に

処理する。 

 

８ 補助金を経理するため帳簿及び関係書類を整備することとし、収支に係る項目

は、概ね次のとおりである。 

     【支出項目】 

（１）賃金 

（２）旅費交通費 

（３）通信運搬費 

（４）什器・備品費 

（５）消耗品費 

（６）会議費 

（７）雑費  

【収入項目】 

（１）補助金 

（２）受取利息 

 

９ 経理責任者は、収支報告書を作成し、翌年度の４月１５日までに関係書類と併

せて本医学会事務局に提出する。 

 

 

附 則 

本申し合わせは、平成１７年 １月２９日より施行する。  

 

附 則 

本申し合わせは、平成２６年１１月２９日より施行する。 
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Ⅶ－７ 

審査料、登録料及び手数料等の費用に関する内規 
 

 

（目的） 

第１条 本内規は、本医学会における審査料、登録料及び手数料等の費用について

定めるものである。 

 

（審査料、登録料） 

第２条 リハビリテーション科専門医及び認定臨床医に係る審査料及び登録料の額

は、別表の１に掲げる額とする。 

 

（手数料） 

第３条 認定証等に係る再発行、申請用紙及び各種証明書の手数料の額は、別表の

２に掲げる額とする。 

 

（刊行物等の価格） 

第４条 会誌等、本医学会が発行・販売する刊行物等の価格は、別に定める。 

 

（複写料） 

第５条 各種資料の複写料金の額は、別表の３に掲げる額とする。 

    

（送料） 

第６条 第４条及び第５条に係る送料の額は、別表の４に掲げる額とする。 

 

（費用の改正） 

第７条 前各条の費用を改正する場合は、別表の額等を改訂し理事会に諮るものと

する。 

 

  附 則 

本内規は、平成 14 年 3 月 23 日より施行する。 

平成 17 年 6 月 15 日より施行する。但し、平成 17 年 9 月実施の移行試験に伴う第１

条の適用は改正前のとおりとする。 

平成 19 年 5 月 12 日より施行する。但し、移行による専門医の審査料は平成 21 年 3

月 31 日まで 30,000 円とする。 

平成 19 年 11 月 24 日より施行する。 

平成 20 年 6 月 3 日より施行する。 

平成 26 年 6 月 4 日より施行する。 
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別 表  
             審査料、登録料及び手数料等の額 

１．審査料、登録料の額   

一 審査料        

専門医 ５０，０００円

認定臨床医 ３０，０００円

ニ 登録料         専門医・認定臨床医 ２０，０００円

三 更新登録料      専門医・認定臨床医 ２０，０００円

 
２．手数料の額  

一 専門医・認定臨床医認定証再発行   １部 １，０００円

ニ 専門医研修手帳再発行        １部 １，０００円

三 専門医・認定臨床医生涯教育研修記録証再発行   １部 １，０００円

四 専門医・認定臨床医申請用紙請求 １部 １，５００円

五 各種証明書発行 １部 １，０００円

六 
Web 会員システム パスワード再発行手数料 

（郵送する場合） 
１部   ２００円

 
 

３．複写料の額  

複写料金は、１枚１０円とする。 

 
４．送 料の額  

資料・刊行物等を送付する場合は、料金に併せて送料を請求するものとする。

備考 
１．平成１４年３月２３日（内規制定） 
２．平成１７年６月１５日（改正） 
  平成１７年９月実施の移行試験に伴う第１条の適用は改正前のとおりとする。 
３．平成１９年６月１５日（改正） 
  移行に伴う専門医の審査料は平成２１年３月３１日まで、３０，０００円とする。 
４．平成１９年１１年２４日（改正） 

更新登録料の認定臨床医１０，０００円を専門医・認定臨床医２０，０００円に改訂す

る。なお、専門医及び認定臨床医同時更新の場合も、専門医又は認定臨床医単独更新の

場合も同じとする。 
５．平成２０年６月３日（改正） 

６．平成２６年６月４日（改正） 
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Ⅶ－８ 

代議員の職務上の責務に関する内規 

 
（目的） 
第１条 本内規は、定款第１４条の権限を行使するための責務について定めるもの

である。 
 
（責務） 
第２条 代議員は、学会活動への貢献のため次の責務を果たすものとする。 
（１）代議員会への出席 
（２）本医学会からの各種アンケートへの回答 
（３）学術集会や研修会の企画運営への協力 
（４）その他学会活動への貢献に資する責務 
 
（履行状況の把握） 
第３条 理事長は、必要に応じ各代議員の職務の履行状況を集計し理事会に報告す

る。 
 
（改廃） 
第４条 本内規の改廃は、理事会の議を経て、理事長が定める。 
 
 
附則 
本内規は、平成２４年４月２１日より施行する。 
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Ⅶ－９ 

 
暫定予算に関する規則を廃止する規則 

 
 
 
第１条 平成１５年６月１８日施行の暫定予算に関する規則を廃止する。 
 
 
附 則 
 本規則は、平成２６年１１月２９日より施行する。 
 
 
（廃止理由） 
 
 平成２４年４月１日の公益法人化に伴い、公益社団法人が策定する次年度予算は、

会計年度開始前までに理事会が決定し、内閣府に届け出ることが義務付けられたため、

暫定予算の編成を行うことがなくなったことから、同規則を廃止するものである。 
 
 
 
（参考）  

Ⅰ－４（旧） 
暫定予算に関する規則 

 
（目 的） 
第１条 本規則は、定款第３８条に基づき、暫定予算について定めるものである。 
（執 行） 
第２条 理事長は、収支予算が会計年度開始前に総会の承認を得られない場合は予

定される期間について、前年度予算の範囲内で暫定予算を編成し、理事会の承認

を得て執行することができる。 
（報 告） 
第３条 理事長は、直近の総会に前条の暫定予算について報告し了承を得なければ

ならない。 
（本予算） 
第４条 暫定予算は本予算に組み入れるものとする。 

 

 附  則 

本規則は、平成１５年６月１８日より施行し、平成１５年１月２５日より適用 
する。 
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Ⅶ－１０ 

 
リハビリテーション関連専門職連絡会議に関する規則 

を廃止する規則 
 

 
第１条 平成１１年１１月２０日施行のリハビリテーション関連専門職連絡会議に

関する規則を廃止する。 
 
 
附 則 
 本規則は、平成２６年１１月２９日より施行する。 
 
（廃止理由） 
 
 リハ関連専門職連絡会議は、現在存在していないため廃止する。 
 なお、リハ関連団体との情報交換や政策連携等は、現在リハビリテーション医療関

連団体協議会に引き継がれている。 
 
 
（参考）  

Ⅶ－１（旧） 

リハビリテーション関連専門職連絡会議に関する規則 
 

（目 的） 

第１条 本規則は、定款第４条（５）に基づき、リハビリテーションに関連する分

野に属する専門職の連携を目的としたリハビリテーション関連専門職連絡会議

（以下、連絡会議という）の運用について定めるものである。 

（協 議） 

第２条 連絡会議は、専門職相互に関連する保健・医療・福祉・教育・研究・その

他についての情報の交換を行う。 

２ 必要に応じて専門職間の協力・支援体制について協議する。 

（構 成） 

第３条 連絡会議は、本医学会関連専門職委員会担当理事及び委員ならびに各関連

専門職団体・学会を代表する委員をもって構成する。 

（運 営） 

第４条 連絡会議の事務は、当面の間、本医学会関連専門職委員会が行う。 

 

附 則 

本規則は、平成 11 年 11 月 20 日より施行する。 
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Ⅶ－１１ 

 
物品等の調達及び管理に関する内規 

 
（目的） 
第 1 条 本内規は会計処理に関する規則に定めるもののほかに、物品等の調達の及

び適正な管理について定めるものである。 
 
（定 義） 
第２条 本内規で使用する用語は次のとおりとする。 
 （１）物品等  固定資産及び消耗品等の総称 
 （２）固定資産 取得価格が 20 万円以上の物品 
 （３）消耗品等 固定資産以外の物品 
 
（調達の手続き） 
第３条 物品等の調達を行おうとする場合は、原則として複数の見積書を徴取し、

競争によるものとする。ただし、競争により難い特別な理由がある場合は、その

理由を付したうえで随意契約により行うことができる。 
２ 物品等の調達を行う必要がある場合は、固定資産については事前に経理責任者

の承認を得て理事長の決裁により行うものとし、消耗品等の調達は事務局長の決

裁により行うものとする。 
３ 発注者は、事務局長とする。 
 
（物品等の検収） 
第４条 物品等が納入されたときは、受領した者が内容を確認し、納品書に受領年

月日及び受領者名を記載するものとする。 
 
（物品等の管理） 
第５条 調達した物品等は、本医学会の物品等として管理する。 
２ 科学研究費補助金等外部資金によって調達した物品等も、本医学会の物品等と

して管理する。 
 
（支払方法） 
第６条 物品等の調達を行った際の支払は、会計処理に関する規則第 25 条により行

う。 
２ 第 2 条第 3 項に定める発注者以外の者が、立替によって物品等を購入した場合

は、支払先からの領収書及び納品書を添付して、出納責任者に提出しなければな

らない。 



公益社団法人日本リハビリテーション医学会 

                    

 
（会計年度区分） 
第７条 物品等の調達に係る会計年度は、物品等が納入・検収が行われた日が属す

る年度とする。 
 
（定めのない事項への対応） 
第８条 会計処理規則及び本内規に定めのない事項が生じた場合は、経理責任者及

び事務局長が対応を協議し、必要な措置をとるものとする。 
 
（改 廃） 
第９条 本内規の改廃は、理事会の議を経て理事長が行う。 
 
 
附 則 
本内規は、平成２８年１月２３日より施行する。 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


